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研究成果の概要（和文）： 

  本学大学院修士課程の特別支援教育コーディネーターコースのプログラムで学んだ現職派
遣の大学院生（２０名ほど）をフォローアップし、本学大学院のプログラムの有効性を確認す
ると共に、課題も明確にした。一方、韓国、米国、英国の３か国における、特別支援教育コー
ディネーターに係る業務の現状と課題に関する調査を行い、本学大学院の養成プログラムの検
討の資料とした。以上の２つの作業から、新たな授業科目を開設したり、廃止したりするなど、
本学大学院のプログラムの一部を改善した。そして、本学大学院のプログラムで学んだ大学院
生の修士論文を、本学の研究ジャーナルである「特別支援教育コーディネーター研究」で公表
するなど、種々の機会に、本研究の成果を公表した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The postgraduate of the incumbent dispatch learnt by programming the special support 
education coordinator course of this knowledge graduate school master's course (About 
20 people) was followed up, the effectiveness of the program of this knowledge graduate 
school confirmed, and the problem was clarified. On the other hand, it investigated 
concerning current situations and issues of the business that lay a special support 
education coordinator in three countries of South Korea, the United States, and Britain, 
and it was assumed the material of the examination of the training program of this 
knowledge graduate school. A part of the program of this knowledge graduate school has 
been improved as a new subject is established, and abolished from the above-mentioned 
two work. And, the result of the present study was made public at various as the master's 
thesis of the postgraduate who learnt by the program of this knowledge graduate school 
was made public by "Special support education coordinator research" that was the research 
journal of this learning chances. 
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研究分野： 社会科学 

科研費の分科・細目： 教育学・特別支援教育 

キーワード： 特別支援教育コーディネーター 教員養成 養成プログラム 評価システム 

       特別支援教育 ネットワーキング 

 

１．研究開始当初の背景 

発達障害者支援法が平成１７年４月から

施行され、ＬＤ（学習障害）・ＡＤＨＤ(注意

欠陥／多動性障害）・高機能自閉症等を含む

障害のある児童生徒等に対する特別支援教

育が本格化してきた。その際に、幼・小・中・

高等学校における特別支援教育推進のキー

パーソンである「特別支援教育コーディネー

ター」の養成が全国の教育委員会で始まった。

しかし、そのような各学校の一般コーディネ 

ーターと共に、地域の中核となるような高度

な特別支援教育コーディネーターの養成が 

欠かせないとの声が自治体から出始めたが、

それに応える養成プログラムの開発は行わ

れていない。 

 本学大学院では、開学以来、障害のある子

どもの教育（特殊教育）について、教育学、

心理学、医学、情報学（工学）など関連する

様々な分野の教員を幅広く確保し、特殊教育

に携わる現職教員の大学院修士課程レベル

の教育を行ってきており、本学大学院の修了

生は、全国各地の学校、教育委員会、教育セ

ンターなどで地域の中核となって活躍して

いる。 

このような中、文部科学省や全国の都道府

県が推進する「これまでの特殊教育体制から

新たな特別支援教育への大きな転換」に沿う

形で、本学大学院では、平成１８年度からこ

れまでの「障害児教育専攻」を「特別支援教

育専攻」に名称変更し、さらに平成１８年度

からは「特別支援教育学専攻」と名称変更し、

「心身障害コース」と「特別支援教育コーデ

ィネーターコース」の２コース制としたとこ

ろである。 

このように本学では、積極的な改革をタイム

リーに進めてきた実績から、先進的な教育研

究を進めることで、全国の関係大学に取組実

績のモデルを提示するとともに、地方自治体

を様々な視点から支援する全国拠点化を進

めることができる。 

国や地方自治体の特別支援教育への転換

に向けた取り組みを始め、平成１５年度から

１９年度までの５年間で、国内の全小・中学

校（幼稚園・高等学校も）および盲・聾・養

護学校において、「特別支援教育コーディネ

ーター」を指名し必要な養成が始まっている。

この背景には、平成１７年４月に発達障害者

支援法が施行されたことの影響が大きい。 

しかし、地方自治体としては、教育事務所や

市町村レベルで、地域にあった主体的な取り

組みが期待される。したがって、上記のよう

な一般的なコーディネーターと並行して、よ

り専門性の高い高度なコーディネーター（以

下「スーパーコーディネーター」と呼ぶ）の

養成が次の課題として急務となっている。 

自治体での取り組みも始まっているが、養成

プログラムとしてある程度まで完成された

という段階には至っていない。また、いくつ

かの大学における大学院レベルでの養成も

始まったところであるが、まだまだ模索の段

階である。 

これらのことから、「スーパーコーディネ



ーター」の養成に関するモデルを提示するの

が本研究の大きな目的である。 

その際には、この分野で先進的な取り組み

の実績があるアメリカ、イギリスなどの状況

について調査をすることも必要であろう。 

 

２．研究の目的 

これまでの本学大学院の教育研究の実績

を基に、スーパー特別支援教育コーディネー

ターの養成に焦点を当て、①養成プログラム

開発・有効性の検証および改善とコーディネ

ーター養成に係る全国的拠点形成、②研究成

果の公表、研究実践の継続化、連携・波及を

柱に進めるものである。 

以上のことから、今後、我が国の特別支援

教育の推進のキーパーソンとして期待され

る特別支援教育コーディネーターの養成の

在り方に関する研究を進め、養成プログラム

のモデル案を開発して、他の大学や教育委員

会へ発信することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

兵庫教育大学大学院式養成プログラムの開

発の経過と現状 

平成１８年度からスタートした「特別支援

教育コーディネーターコース」は、文部科学

省や都道府県が進める特別支援教育への転

換に直結するものである。現職教員を対象と

する本コースでは、校内の特別支援教育コー

ディネーターとしての活躍にとどまらず、地

域のコーディネーターのリーダー的役割を

果たせるよう、「連携」と「個別支援」を柱

とし、ＯＪＴ(On the Job Training)を重視

した学校における実習や、担任教師への軽度

発達障害（ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等）

等に関するコンサルテーションの在り方等

カリキュラムの工夫をしており、これをベー

スにより最適な養成プログラムの開発を進

める。 

本プログラム修了生のフォローアップ 

 養成プログラムは、開発・実践・改善のい

わゆるＰＤＣＡサイクルで進める。その際に

は、大学近隣の自治体（兵庫県川西市、猪名

川町）と大学との間で連携協約を結び、地域

に貢献できる人材の養成を進める。また、本

プログラムの検証に当たっては、大学院生も

実証的検証の役割を担うようにする。さらに、

卒業生が学校現場に戻った以降の追跡を行

い、卒後の活躍をフォローすることでより実

際的な検証が可能となる。 

兵庫教育大学大学院式養成プログラムの開

発・実践・改善（ＰＤＣＡサイクル） 

本研究の取組の有効性を以下のように検

証する。 

・他の教員養成系大学院による養成プログ

ラムの開発に示唆を与えることが可能 

・地方自治体の教育委員会や教育センター

が開発する養成プログラムの開発に示唆を

示すことが可能 

 ・ＰＤＣＡサイクルで養成研修を行うとい

うことの周知を進めることが可能 

・毎年年度末に行う養成プログラムの検証

作業に学生も参画する。これにより、学生に

とっては、完成されたプログラムの下で学ぶ、

というのではなく、日本初のよりよい養成プ

ログラムの作成・改善に自らも参画する（参

画した）という意識を持たせられることは貴

重である。そして、将来、各学校や各地域で

リーダ的な役割を担ったり、教育委員会等で

研修プログラム開発を担当するであろう人

材の養成にもつながるものである。 

・有効性の検証では、本養成プログラムを

受けた大学院生に、自らも参加する検証観察

に参加させ、その後、学校現場に戻った際、

どのような活躍をしたかについてもフォロ

ーする。このことにより、より実証性のある
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養成プログラムかどうかの検証が可能とな

るものである。 

・大学院修了生参加型での検証を行うこと

で、終了後の自己の活動を振り返り検証する

機会となる。具体的には、学校現場での取り

組み状況を把握する仕組み（評価システム）

を作成し、それに基づいて評価を実施する。 

諸外国における養成プログラムの調査研究 

諸外国におけるコーディネーターの養成

プログラムを調査し、日本におけるプログラ

ムの在り方を検討する。アメリカ、イギリス、

韓国を調査対象とする。アメリカとイギリス

については、養成プログラムの現状と課題を

調査し、韓国については、コーディネーター

としての任務を教員が担うことの必要性や

養成の在り方に関するニーズを調査する。 

 

４．研究成果 

①養成プログラムの特色の明確化 

まずは、本学のこれまでの養成プログラム

の現状と課題を明らかにした。それを基に、

本養成プログラムの特徴の一つである、本研

究の協力自治体である兵庫県川西市と猪名

川町の各学校との連携（ネットワーキング）

の構築を進めた。その際には、遠隔地会議の

システム構築を学内の情報室に設置し、試行

を始めた。さらに、新たな養成プログラムに

期待される効果などについて、整理した。 

②兵庫教育大学大学院式養成プログラム

を改善するための評価システムの構築 

本学大学院の養成プログラムを受けて修

了し、学校現場で活躍している者を対象に、

養成プログラムの有効性を評価するための

評価システムの開発を試み、試案を作成した。

評価システムの試案は、（１）担当者や学校

の基礎情報の収集、（２）特別支援教育コー

ディネーターに関する質問紙、（３）コーデ

ィネーターとしての活躍の状況、及び（４）

養成プログラムの貢献の状況、の４点から構

成されている。 

③海外における養成プログラムの調査 

諸外国については、特別支援教育コーディ

ネーターの役割や活動の実際と、コーディネ

ーターの養成プログラムや養成のシステム

について調査した。調査先は、アメリカ、イ

ギリス、韓国であった。担当者へのインタビ

ューによる資料と共に、現地において収集し

たガイドライン等の関係資料から、各国の養

成に向けた取組の現状、特徴、課題を明らか

にした。 

④大学院修了生のフォローアップ 

本学大学院の特別支援教育コーディ

ネーターコースを修了し、全国の小学校

及び特別支援学校に特別支援教育コー

ディネーター等として復帰したフォロ

ーアップ対象者１１名に対して、本評価

システムによるフォローアップ調査を

実施した。方法は、本人及び管理職への

質問紙調査と、勤務校への訪問調査（授

業見学とインタビューなど）であった。

特に、特別支援教育コーディネーターと

して活躍している者については、コーデ

ィネーターの実施状況を把握するため

の質問紙も行った。 

 平成２０年度は、１１名毎の個別分析

と全体的な分析を行った。その結果、大

学院修士課程での学習のどのような内

容（授業など）が職場に生かされている

か、どのような内容（授業など）がさら

に充実していれば良かったか、などにつ

いて、明らかにすることができた。これ

らを通して、本学大学院のカリキュラム

等の有効性と課題を検討することに繋

がった。なお、コーディネーターに指名

された活躍している者はおよそ半数で

あった。 
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 平成２１年度は、１０名毎の個別分析と

全体的な分析を行った。その結果、大学

院修士課程での学習のどのような内容

（授業など）が職場に生かされているか、

どのような内容（授業など）がさらに充

実していれば良かったか、などについて、

明らかにすることができた。これらを通

して、本学大学院のカリキュラム等の有

効性と課題を検討することに繋がった。

なお、コーディネーターに指名された活

躍している者はおよそ半数であった。 

⑤２年間のフォローアップ調査の結

果のとりまとめと報告書の作成 

３年間の成果をまとめて冊子にした。

冊子は、評価システムの開発、昨年度及

び本年度のフォローアップ調査の結果、

全体的な分析について、まとめることが

できた。また、１年次に実施した、韓国

、米国、英国における実地調査の報告も

掲載した。 
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